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( )妊婦に対するＨＩＶ検査について 通知

妊婦に対するＨＩＶ検査については、平成５年７月１３日健医感発第７８号

厚生省保健医療局エイズ結核感染症課長通知「ＨＩＶ検査の実施について 通(

知 」により指導をお願いしてきたところであるが、近時、ＨＩＶ検査におい)

て妊婦に対するカウンセリングが十分に行われていないことが指摘されてお

り、特にＨＩＶスクリーニング検査における陽性症例に対し、確認検査の結果

が出る以前に、適切な説明やカウンセリングを行わず陽性告知し、妊婦の健康

等に支障を及ぼしている事例が報告されている。

ついては貴職におかれても、貴管下医療機関に対し、妊婦に対してＨＩＶ検

査を実施する場合には、ＨＩＶスクリーニング検査では一定の割合で偽陽性が

生じうることをふまえ、確認検査の結果が出ていない段階での説明方法につい

て、十分工夫するとともに、検査前及び検査後のカウンセリングを十分に行う

こととプライバシーの保護に十分配慮するよう周知徹底願いたい。

(参考）

平成１８年度厚生労働科学研究報告によれば、HIVスクリーニング検査の結果陽性と判定さ

れた妊婦のうち、確認検査にて陰性と判定された偽陽性例が９割以上(陽性的中率７．７％）

であった。
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